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要旨

アメンボが水面に浮かんでいる理由が，表面張力によるものだと知って，興味を持っ

たから。

キーワード：表面張力，濃度，温度，物質

１ 序論

私たちは，コップいっぱいに液体を入れてもこぼれないことや，アメンボが水面に

浮かんでいるのを見て疑問に思い調べました。本研究ではまず，水に溶かす溶質や水

の温度の変化によって表面張力の大きさは変化するのかについて調べた。

２ 仮説の設定と検証

（１） 仮説の設定

表面張力の大きさの違いは，何によるものなのか，次の仮説を設定し，実験をして

検証を試みた。

【仮説】 表面張力の大きさは，水に溶かす溶質の種類では変化しないが，水の温度

の違いによって変化する。

（２） 検証方法

ビーカーに水２００ｇを量りとり，食塩，砂糖を一定量水に溶かし，その溶液をこ

まごめピペットで吸い取り，電子天秤の上に置いた別のビーカーに１０滴，滴下しそ

の質量の平均値を量った。

準備物 ビーカー，精製水，食塩，砂糖，こまごめピペット，電子てんびん

薬包紙，さじ

３ 結果

実験結果より図 1,図 2 のようになった

実験方法

温度を決め測定する液体の濃度を変えながらこまごめピペットで 10滴垂らすとい

う滴下による実験で測定しました。
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表１ 塩水

低温水（約４℃） 常温水 高温水（約６０℃）

３％ ０.５０ ０.４５ ０.４２

５％ ０.５１ ０.４７ ０.４３

９％ ０.５３ ０.４８ ０.４６

１３％ ０.５５ ０.５０ ０.５０

表２ 砂糖水

低温水（約４℃） 常温水 高温水(約６０℃)

３％ ０.５２ ０.５０ ０.４７

５％ ０.５１ ０.５０ ０.４７

９％ ０.５１ ０.５０ ０.４７

１３％ ０.５２ ０.５０ ０.４８

なお各実験結果は，５回行った値の平均値である。

図 1（塩水） 図 2（砂糖水）

４ 結論

今回の実験において表面張力は，「物質」，「温度」によって変化することが明らか

になった。温度が上がれば低くなる。これは温度が上がることで，分子の運動が活発

となり，分子間の斥力となるからである。また，不純物によっても影響を受ける。
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